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◆◆ イオン「触れる地球」(Tangible Earth) と ◆◆
CEReS のコラボレーション 

 

  昨年末より幕張新都心で営業を開始したイオンモール幕張新都心グランドモールでは、イオンラウン

ジ内に「触れる地球」を設置しており、ラウンジの訪問者が自由に楽しめるようになっています。「触

れる地球」は、京都造形芸術大学の竹村真一教授が中心となって開発・運営を行っており、都市・交通・

大気・気象・森林・植生・海洋・地震・津波・気候変動・気候変動・生態系など、地球儀を俯瞰する形

で多様なコンテンツに接することが可能な展示装置です。データは、JAXA、JAMSTEC など様々な機

関から提供され、随時、アップデートされています。CEReS では、衛星データや CEReS ガイアなどの

コンテンツを「触れる地球」に提供する検討を開始しており、今後の協力に向けて CEReS スタッフを

対象とした説明会が 12 月 25 日にイオンモールで開催されました。今後、展開がありましたら CEReS

ニュースでもお伝えしていくことにいたします。 

 (久世宏明) 

 

「触れる地球」の詳細はこちらをご参照ください。（http://www.tangible-earth.com） 

 

 



崔さん、受賞おめでとうございます 

 
当センター近藤研究室の博士課程学生（大学院理学研究科地球生命圏科学専攻）である、崔 斐斐さ

んが 2013 年度日中科学技術交流協会の 2013 年度中国人留学生研究奨励賞を受賞しました。崔さんは、

春の訪れとともに日本にやってくる「黄砂」について、日中双方の視点から研究を推進しています。 

受賞に際し、以下のように、研究概要を寄せて頂きました： 

「黄沙は毎年発生しているが、その発生頻度は年によって異なる。日本

における黄沙の観測のべ日数は 2000 年から 2002 年まで連続的に増加し、

2003 年は一転して急減した。また、2006 年にも増加傾向がみられたが、

この変動には気象要因だけでなく地表面状態の変化も関係していると考え

られる。本研究では SPOT/VEGETATION データセットを用いて、年間の

黄沙の発生頻度が高い春季における消雪から展葉までの裸地期間の長さの

空間分布を求めた。下図は裸地期間を示す。タクラマカン沙漠、ゴビ沙漠

および黄土高原の縁辺部に注目すると、裸地期間の分布が年ごとに異なっ

ている。日本における黄沙観測のべ日数が多かった 2002 年はモンゴルか

ら内モンゴル自治区東部において比較的長い裸地期間が認められる。それに対して日本における黄砂観

測のべ日数が少なかった 2003 年にはこれらの地域で裸地期間が短くなっている。その結果、裸地期間

の長さと黄沙の発生頻度は密接に関連し、裸地期間が長くなると黄沙の発生頻度が増加することが確認

された。特に日本における黄沙観測のべ日数と内モンゴル自治区東部の半乾燥域における裸地期間の変

動が同期していた。裸地期間が長

い、そして黄沙の発生頻度が増加

した年は、気温の上昇に伴い消雪

時期が早まるとともに、展葉時期

も遅れることが明らかになった。

特に 2002 年と 2006 年の消雪時期

は、内モンゴル自治区東部におけ

る複数の地点で通常の年より2～4

旬（1 旬≒10 日）早かったことを

確認した。半乾燥地域で消雪時期

が早まると、春期の気温が上昇す

るが降水量が少ない時期には乾燥

しやすく、植物の展葉が遅れるこ

とが考えられる。地球温暖化に伴

う気温の上昇は消雪の早期化に伴

う春期の乾燥を通じて草原生態系

にインパクトを与える可能性があ

り、黄沙の発生頻度に影響を及ぼ

すと考えられる。」 

                              

 
日中科学技術交流協会 2013

年度中国人留学生研究奨励

賞を受賞した崔斐斐さん 

Figure Spatial distribution of duration of the period of bare land in East 

Asia for years 2001 to 2007(10 days). 

 



◆  ワークショップ参加報告 ◆ 
 

「分散型エネルギー管理システム」について JST(日本)、NSF(米国)及び DFG（ドイツ）

との 3 カ国合同ワークショップ 
 

科学技術振興機構(JST)戦略的創造研究推進事業(CREST)の研究領域の一つである「分散協調型エネ

ルギー管理システム構築のための理論及び基盤技術の創出と融合展開」（以下 CREST/EMS 研究領域、

研究総括：東京工業大学大学藤田政之教授）に関する研究が、平成 24 度から発足しました。この

CREST/EMS 研究には、「再生可能エネルギー」を中心とする分散型エネルギーの本格的な展開に対す

る様々な課題を見据え、その解決を目指して合計 23 チームが参加しています。再生可能エネルギーの

主要なソースの一つである太陽エネルギーの活用に資するものとして、「再生可能エネルギーの調和的

活用に貢献する地球科学型支援システムの構築」（略称 TEEDDA,研究代表者：東海大学中島孝教授）

が採択され、TEEDDA では、最新の衛星観測・解析技術、大気モデルの応用と地上観測・検証システ

ムをセットにして提供しようとしています。千葉大学はそのサブチームとして参加しており、SKYNET

地上観測と気象庁との協力による衛星推定日射量の精度検証に関する研究を担当します。 

 

本 CREST/EMS 研究領域の活動の一環として、「分散型エネル

ギー管理システム」についてのワークショップが、2014 年 1 月

11 日～12 日にかけてホノルル（ハワイ）で開催されました。こ

のワークショップは、日本の呼びかけで科学技術振興機構（JST）、

アメリカ国立財団(NSF)、ドイツ研究財団(DFG) が、共催で実施

したものです。CREST/EMS 全チームを含む合計 76 名（日本：

50 名、米国：18 名、ドイツ：8 名）が参加し、活発な発表・討

論が行われました。CREST/TEEDDA からは、中島孝教授（東

海大学）とカトリ プラディープ特任助教（千葉大学 CEReS）が

出席しました。CREST/TEEDDA の今までの研究活動・成果と

今後の計画について中島孝教授が発表を行い、活発な質疑が行わ

れました。 

２日間の講演、口頭・ポスター発表の後、13 日には「マウイ島

におけるスマートグリット事業の実証サイトの見学ツアー」が実

施されました。この事業は、太陽エネルギーや風力発電などの再

生可能エネルギーの効率的な利用や特有の急激な需給変動への

迅速で確実な対応を目指して、日米政府間合意に基づき NEDO

（新エネルギー・産業技術総合開発機構）が推進している事業で、

2015 年 3 月末まで実施予定です。比較的小規模の閉鎖エネルギ

ー系における再生可能エネルギーの導入では、厳しいエネルギー

管理が要求され、こうした状況下でのスマートグリッドシステム

の成果は、大規模システムへの容易な移行につながるものと予想

されます。                              （Pradeep KHATRI） 

 

CREST/TEEDDA の紹介をする

東海大中島教授 

CREST/TEEDDA の紹介をした

ポスター展示 


